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オーラルフレイルとは

オーラルフレイル＝口腔機能が衰えた状態

オーラルフレイルは、

老化に伴う様々な口腔の状態（歯数・口腔衛生・口腔機能など）
の変化に、口腔健康への関心の低下や心身の予備能力低下も
重なり、口腔の脆弱性が増加し、食べる機能障害へ陥り、さら
にはフレイルに影響を与え、心身の機能低下にまで繫がる一連
の現象及び過程。
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オーラルフレイル予防の目的

口腔機能の軽微な衰え（歯数の減少、咀嚼力や舌圧
の低下、滑舌に代表される口腔巧緻性の低下、食べ
こぼし・わずかのむせや噛めない食品が増える等）
の重複が、新規のサルコペニア発症や要介護認定、
総死亡リスクに有意に関連しています。

オーラルフレイルとしては、様々な医療・介護の現場
において、「口腔領域の軽微な（ささいな）機能低下を
見逃さない」との警鐘を鳴らすことを目標としています。

またオーラルフレイル予防がフレイル予防と協調する
ことにより、状態悪化が顕在化する前の、より早期の
段階での徴候（ささいな徴候）をひろいあげ、「しっか
り歩き、しっかり噛んでしっかり食べる」ということを最
終目標としています。

身体的フレイル… 2.4倍
サルコペニア…2.1倍
要介護認定 …2.4倍
総死亡リスク…2.1倍

オーラルフレイルの人が
抱えるリスク

参考：オーラルフレイルQ&A―口からはじまる健康長寿．医学情報社
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オーラルフレイルとサルコペニア
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オーラルフレイルと口腔機能低下症

オーラルフレイル 「口腔体操」「パタカラ体操」などのパッケージ化された訓練
口腔機能低下症 個別診断に基づく個別プランによる訓練
回復や訓練が困難な場合 代償的アプローチ・環境改善アプローチ

多職種連携がもとめられる
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地域での
オーラルフレイル・口腔機能低下症

の対応



市・歯科医師会・歯科衛生士会共催の
オーラルフレイル予防研修会



お口の体操



オーラルフレイルチェック表

３ケ月おきにチェック



地域保健事業



地域保健事業



歯科診療所での
オーラルフレイル・口腔機能低下症の対応

口腔機能低下症として、
検査・処置していくとすると…



①口腔不潔

②口腔乾燥

③咬合力低下

④舌口唇運動機能低下

⑤低舌圧

⑥咀嚼機能低下

⑦嚥下機能低下



歯科の立場からの
オーラルフレイルの対応として

• かかりつけ歯科医院として、定期的に通院し
てもらう。

• 口腔領域だけの問題ではないことをよく理解
してもらい、食事や栄養、運動や社会参加な
どと共に継続してもらう。



オーラルフレイルの予防する

フレイルが進行しないように…

介護予防事業などに取り入れて…



色んな種類のものを食べましょう しっかりと声を出しましょう

丁寧に歯をみがき・入れ歯の清掃
をしましょう

かかりつけ歯科医院で定期的
に歯科健診をうけましょう

オーラルフレイル予防のために…







オーラルフレイルは、なかなか本人が自覚しにくい
場合が多いので、家族や周囲の人が気づくことも重
要です。「硬い食べ物を避ける」「うがいがうまくでき
ていない」「言葉が聞き取りづらい」など気になること
があれば、歯科医などに相談しましょう。

お口の体操や全身の運動・健康的な食事・社会参加などとあわせて行いましょう。



ご清聴ありがとうございました


